
令和５年度第１回第４次宮崎市病院事業経営計画

検証会議 会議録

Ⅰ．日時等

Ⅱ．議事要旨（説明内容は別添資料参照）

日 時 令和５年９月 22 日（金）16：00～17：00

場 所 宮崎市立田野病院 ３階会議室

目 的 令和５年度 第１回第４次宮崎市病院事業経営計画検証会議

出席者

袈裟丸健康管理部長、白川田野総合支所長、渡邊田野病院長、山里

宮崎大学医学部事務部長、後藤古賀総合病院事務局長、黒木田野地

域自治区地域協議会会長、事務局一同

発言者 発言内容

事務局 【開会】開会を宣言。

健康管理部長 お忙しい中、お集まりいただき感謝する。

昨年度はコロナ禍であったため、本会議を書面にて開催させていただ

いた。

宮崎市立田野病院については、令和２年度に第４次宮崎市病院事業経

営計画を策定し、今年度で計画期間の３年目となる。昨年度は新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、医療提供体制の維持のみならず、病院

の経営・収支面においても厳しい状況であった。

そのような中、国から新たな公立病院経営強化ガイドラインが示され、

今年度中のプラン策定が求められているところである。策定にあたって

は、現在の第４次宮崎市病院事業経営計画に新たなガイドラインで示さ

れた内容を盛り込むような形で、計画期間を延長して改訂を行い、対応

していきたいと考えている。

医療を取り巻く環境は新型コロナウイルス感染症や少子高齢化など

様々な社会情勢の影響を受けており、今後もさらに厳しい状況になるこ

とが想定されている中、田野病院に求められた役割を果たすために、今

回策定するプランは非常に重要なものになると考えている。

本日は忌憚のないご意見をいただきたい。

事務局 【委員紹介】

本会議の設置要綱の規定に基づき、袈裟丸健康管理部長に進行をお願

いする。

議長 それでは議事（１）田野病院の現状と課題について、事務局より説明

をお願いする。

事務局 【資料１に基づき説明】（約 23分）



議長 ただいまの説明について、何かご意見・ご質問はあるか。

委員 ３点質問を行う。

令和３年７月より入院患者の個室料の改定が行われているが、改定後

どのような影響があったのか。

田野町のＰＴＡの方々とお話する機会があるが、小児科があればいい

のにという意見があがっている。田野病院の診療科目として小児科を設

けることについてはどのように考えているのか。

田野町では高血圧やＣ型肝炎の患者が多いように感じるが、これは地

域性と関係があるのか。

事務局 個室料の改定後については、コロナ禍であったことから面会等の制限

により、個室を希望される患者が少なくなっており、改定率ほどの増収

とはなっていない。

次に田野病院における小児科設置の検討については、第４次宮崎市病

院事業経営計画を令和２年度に策定した際に、専門的知見を有するコン

サルティング会社による分析を踏まえ、検討を行った。課題として、県

内で小児科医が不足している状況で田野病院に小児科医及び看護師を確

保するのが困難であること、小児科設置のために必要な診察室等の整備

に費用がかかることがあげられ、田野病院の経営状況を踏まえると積極

的に小児科の設置を検討することは難しいという結論になったところで

ある。

また、資料１の７ページに田野病院が果たすべき役割を５項目掲げて

いるが、この役割を果たすことに重きを置いて、指定管理者と協力して

田野病院を運営しているところである。小児科医が必要とされている状

況は十分に理解しているが、田野病院に新たに小児科を設置することは

難しいと考えている。

委員 高血圧やＣ型肝炎については 80歳以上の高齢者に多い病気であると
いう印象はある。骨折に関しても圧迫骨折や大腿骨骨折は 80歳を超える
と急激に増えてくる状況であり、田野病院の患者は高齢者が多いため、

そういった特徴がある。そういった点では、宮崎大学医学部附属病院の

患者の特徴とは大きく異なる。

委員 不採算地区の病院とはどういった病院なのか。

事務局 不採算地区の病院というのは、病院から半径５キロメートル以内の人

口が 10万人未満と総務省が示しており、田野病院はこれに該当する。

委員 資料のとおり、患者数の割合が 60歳以上で 89％となっている。
現在、出生数 70万人台、死亡数 150万人台で約 70万人ほどの差があ
る。これから若者や子どもが増えない状況になることから、これから先

は小児科がどこかにないといけないと考える。子どもたちは私たちの財

産であるから、採算が合わないという理由だけではなく、子供が生まれ

れば経済効果があるわけなので、小児科設置を考えて欲しい。

もう一つは、閉苑した旧さざんか苑の建物について、台風のときの避

難場所としての活用を要望したい。一昨年度は３日間、台風により避難

する状況があったが、普通の避難所ではなかなか対応しきれない部分が

あったようだ。先日、沖縄では大きい台風があった。今後、一般の公民



館では障がい者などへの緊急の対応ができるのかという不安があるの

で、検討していただきたい。

事務局 小児科については、採算が合わないからというわけではなく、宮崎県

内、宮崎市内において小児科医が不足しているという現状があり、これ

が１番の要因である。また、田野病院においては、現在の診療科目を維

持していくことが精一杯であり、小児科設置については、現時点では難

しいということをご理解いただきたい。

また、旧さざんか苑の避難所としての活用については、要配慮者に限

定した活用というご意見と認識しているが、これについては、関係部署

と連携して検討していきたいと考えている。

委員 田野病院の果たすべき役割を掲げた当時は、そのような背景があった

とは思うが、現在はその背景が変わってきているのではないかと思う。

子どもが増えない状況のなかで、私たちを守る人がいなくなる。20年後
の状況を考えると、私たちは関係ないかもしれないが、先人たちがしっ

かりやってくれたな、というものを残したいと私は考えている。

議長 他にご質問・ご意見はないか。

いただいたご意見を受け止めて、また検討していきたい。

議長 それでは議事（２）公立病院経営強化ガイドラインの対応について、

事務局より説明をお願いする。

事務局 【資料２に基づき説明】（約 12分）

議長 ただいまの説明について、何かご意見・ご質問はあるか。

委員 田野病院の手術件数について、現状は目標を達成しているが、件数の

限度というものはあるのか。

事務局 手術には麻酔科医が必要であるが、田野病院には常勤の麻酔科医はい

ない状況であるため、宮崎大学医学部附属病院から派遣していただいて、

手術を行っている。そのような状況を踏まえ、年間 50件を目標として設
定している。

議長 今回の見直しについては、国が示したガイドラインに沿って、必要な

見直しをやっていかなければならないといった状況であり、それを踏ま

え、現在の計画期間を延長して改訂するような形で進めていきたいと考

えているが、このことについてはこれでよろしいか。

（意見なし）

他にご意見・ご質問はないか。

議長 様々なご意見をいただき、感謝申し上げる。いただいたご意見を参考

に、今後の田野病院の運営に活かしていきたい。また、今回のプラン策

定に関する内容については反映していきたい。



それでは、予定している議事を終了し、事務局に進行をお返しする。

事務局 以上をもって本日の会議を終了する。

次回の開催は、12月中旬頃を予定している。
また、昨年度と同様に、令和４年度の実績に対する評価・検証シート

への記入についても後日、依頼させていただく予定である。

（閉会）


